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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関西バイオクラスタープロジェクト

第４回 

コンビナトリアル・バイオエンジニアリング会議

～定量的生命計測研究からの現代科学と社会への

　　　　　　　　メッセージーライフサーベイヤーの構築に向けて～
主　催 ： ＮＰＯ法人近畿バイオインダストリー振興会議

後　援　　コンビナトリアル・バイオエンジニアリング研究会

　　　　　（社）未踏科学技術協会・「生命をはかる」研究会
コンビナトリアルバイオ工学部会

　　　　　ナノバイオテクノロジー部会

近畿経済産業局、日本生物工学会

　　　　　文部科学省科学研究費特定領域「ライフサーベイヤー」

　　　　　京都大学21世紀ＣＯＥプログラム

「微生物機能の戦略的活用による生産基盤拠点」

日　時 ： 平成１９年１１月　９日（金）　１０：００ － １７：３０

場　所 ： 千里阪急ホテル2F「仙壽の間」

参加費 ： ＮＰＯ法人近畿バイオ会員及び学会、官界は無料

　　　　　非会員企業の方は、参加費3,000円

生命の機能を分子レベルで理解し、種々産業分野に活用しようとする動きは著しい進展を遂げてきた。2003年に宣言されたヒトゲノム配列解析完了により、分子レベルでの生命の理解は個々の細胞を基本としたシステム理解とその活用に焦点が移りつつある。すなわち、これまで種々条件下で生体組織から抽出したmRNAやタンパク質や代謝産物のアナログ的平均値を解析することが行われていたが、今後は、個々の細胞単位でそこに含まれる分子の動態の解析が必要であり、さらに、変化する生体分子群を一網打尽に解析するツールの開発が必要である。まさに、個別の細胞に含まれる分子群すべてを個別の細胞ごとにデジタル的にカウントして全体組成を解析する手法の開発が必要なのである。

　本シンポジウムでは、生体を細胞という単位でとらえ、その機能を分子レベルで明らかにするために、開発された細胞内で起こる現象を可視化する技術、細胞間情報を可視化する技術を数万個の細胞に適用して一括して時間的に変化する情報を得る技術、および、これら計測した細胞群の中から特定の細胞をとりだし、そこに含まれているmRNA、タンパク質，ペプチド，代謝産物などの個々の生体分子をデジタル的に計測するために、たとえば、mRNAなどの一括個別増幅技術さらにそれらの一括DNA配列計測技術などの最先端を見聞し、これらの結果を統合して、生命活動を動的に解析できる「ライフサーベイヤー」とも言うべきシステムの構築について議論する。このようなシステムは生命分野の発展および生命関連の産業分野の発展に非常に重要である。また、細胞機能の解明にとどまらず、医療や工学などの幅広い分野での社会貢献のためにも必要とされており、社会的インパクトが非常に高い。すなわち、研究の成果は，生物や生命現象をデジタル精密計測データでもって、シミュレーションすることを可能にし、現在、試行が始まっているシステムバイオロジーの展開に必須のものとなることは間違いない。さらに、生命をモニターやサーベイする装置の開発だけでなく、さらに、未来社会における、臨床診断、病因解明、動植物育種、工業微生物育種等、応用分野にも強く直結する重要システムとなることが期待される。

【 プログラム 】

１０：００ － １０：１０

「開会の辞」： 植田 充美（京都大学）

１０：１０ － １０：４５

「細胞内情報伝達のデジタル定量に向けた新しい展開」

　　　　　　　　 　演　者：植田　充美（京都大学）　　　座　長：吉田 和哉（奈良先端大学）
１０：４５ － １１：２０

「バイオチップを用いた細胞機能解析」

　　　　　　　　　演　者：民谷　栄一（大阪大学）　　　 座　長：荻野　千秋（神戸大学）
１１：２０ － １１：５５

「受精前後の卵における核小体低分子RNA動態の可視化」

演 者：藤原　俊伸、近藤　昭彦（神戸大学）　座　長：黒田　浩一（京都大学）
１１：５５ － １２：３０

　　「γ-ポリグルタミン酸－コレステロールコンジュゲートのバイオメディカル分野への応用」

　　　　　　　　　演　者：成　文喜（韓国国民大学）　　　座　長：芝崎　誠司（兵庫医療大学）
―　―　―　休　　　　　憩 －　－　－

１４：００ － １４：３５

　　　「１細胞中mRNAの解析」

　　　　　　　　演　者：神原 秀記（(株)日立製作所）　　　座　長：福崎　英一郎（大阪大学）
１４：３５－ １５：１０

　　　「トランスクリプトームのデジタル・カウンティング」

　　　　　　　　演　者：林崎 良英（(独)理化学研究所）　　座　長：近藤　昭彦（神戸大学）

１５：１０ － １５：４５

　　　「１細胞からの生命科学：オンチップ計測システムを用いた細胞ネットワークシステムの

構成的機能解析とその応用」

　　　　　　　　演　者：安田　賢二（東京医科歯科大学）　　座　長：民谷　栄一（大阪大学）

―　―　―　休　　　　　憩 －　－　－

１６：００ － １６：３５

「設計ペプチドを利用したタンパク質分析チップ」

　演　者：三原　久和（東京工業大学）　　　　座　長：藤井　郁雄（大阪府立大学）
１６：３５ － １７：１０

「位相差電顕が拓く新規細胞イメージング」

　　　　　　　　演　者：永山 國昭（岡崎統合バイオサイエンスセンター）

座　長：植田　充美（京都大学）
１７：１０ － １７：２０

　　　「閉会の辞」： 民谷 栄一（大阪大学）

